
ＥＵ国民投票結果に関する 
日系企業との情報交換会 

2016年7月11日 

在エディンバラ日本総領事館 



2016.6.23 ＥＵ国民投票 

離脱 ５２％ 残留４８％ 

スコットランド 残留は約１６６万票 
（有権者 3,987,112） 



（参考） 2014.9.18 スコットランド独立住民投票 

反対 ５５％ 200万票 賛成 ４５％ 162万票 

＜但し，スコットランド独立住民投票では，１６歳以上，在住ＥＵ加盟国国民にも投票権あり。＞ 

（有権者 4,283,392） 



ＥＵ国民投票（離脱）後 

 英国政治の見通し（不透明感） 
• 後継首相（保守党党首）の決定（９月９日までに公表） 
• 国民投票再実施・総選挙の可能性，労働党，ＵＫＩＰ 
• スコットランド独立問題 

 
 英国・世界経済への短期・長期的影響 
（為替・株等市場，経済成長，その他） 

 

 英ＥＵ関係：離脱交渉（通知から原則２年）とその貿易・投資，
人の移動への影響 
 

 日本含む非ＥＵ諸国との関係，日系企業への影響 
 

 ＥＵへの影響（欧州内のＥＵ懐疑派への影響等） 
 
 



スコットランド独立問題 

 すべての投票区で残留支持→民主的に表明された意思に反しＥＵ
から離脱させられる。 

 ＥＵとの関係維持，単一市場でのスコットランドの位置の保持（国
民，ＥＵ加盟国民を守る）：スタージョン首席大臣 

 

 

 

 

 

 他の選択肢を尽くしたうえで，再度の独立住民投票？ 
ＳＮＰマニフェスト：「その意志に反してＥＵから離脱させられるといった重大かつ
実質的な事情変更が生じた場合」に独立住民投票実施の権利 

課題 

（１）勝算 独立支持はまだ６０％を超えていない（先週の３つの世論調査で５
２％，５９％，５４％） 

（２）権限 （憲法問題は英国議会の専権） 

（３）独立した場合の経済基盤，通貨の問題 

６月２４日 記者会見 
６月２５日 閣議 
６月２８日 スコットランド議会で動議可決 
６月２９日 ブリュッセルでＥＵ首脳と協議 
 

６月３０日 スコットランド議会首席大臣質問 
７月５日 ＥＵ加盟国籍住民向け公開書簡 
７月５日 ＥＵ各国総領事と協議 
７月５日 スコットランドのビジネス代表と協議 


